
神戸和昭先生を送る

竹 内 比呂也
神戸和昭先生は、１９９２年４月１日に東北大学より本学文学部に着任され、

２０２３年３月３１日に定年まで３年を残して退職された。実に３１年という長き
に亘り、千葉大学において教育と研究に勤しまれたということになる。
神戸先生は日本語学、特に日本語史の領域で数多くの業績を上げられた。
近世から明治にかけての近代日本語の形成過程が神戸先生の中心的な関心で
あったが、文法あるいは語彙といった、日本語学あるいは言語学における特
定の主題領域に限定されることなく、また俯瞰的であり同時にその手法・分
析において緻密であるという、一見矛盾しそうな、しかし神戸先生ゆえにな
しえた質の高い研究の積み重ねによってこの課題に取り組まれてきた。その
研究の特徴としては、これまでの日本語史研究の中心であった口語史だけで
はなく、文語史の研究にも早くから積極的に取り組み、例えば、文語史と口
語史との接点とも言うべき俳諧表現史に着目して日本語史的な視点から捉え
ようとするなど新分野の開拓にも意欲的であったこと、このような研究を進
めるために、従来主流だった戯作文学類だけでなく、文書・日記類や自伝類
をはじめ、欧米人の日本語学習／研究書であるいわゆる洋学資料などに至る
多種多様な資料類を広範に取り扱い、戯作文学に限っても、それまでほとん
ど言語資料として注目されてこなかった黄表紙、合巻や末期人情本などにも
着目してきたこと、また研究の手続きとして論証における厳密性を重視し、
実証的態度で確実に足下を固めながら着実に論を構築することをめざし、常
に研究の最も基礎となる資料にまで遡って根源的に考究しようとする資料論
的な観点や、具体的な分析の手順にかかる方法論的な視点などがどの論文に
おいても盛り込まれていることが挙げられる。それゆえ、神戸先生の近代日
本語の形成過程にかかる研究は、研究の深さと広さを兼ね備え、着実である
と同時に新たな切り口や資料の発掘といった学術的新しさを持つ優れたもの
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であり、浩瀚な研究書にまとめられるに相応しい成果を上げられているが、
そのようなまとめを在職中になしえなかったのは、ひとえに「これくらいで
いい」という学問的な妥協を許さず、筋を通そうとする神戸先生の自らに対
する厳しさの現われということができる。
神戸先生の学識は近代語に限定されるものではない。平安時代語の音韻に
関する通説を根本から批判的に論じて新たな可能性を提示するなど古代語に
ついても高い見識を有しておられ、そのことは辞典類における語源・語誌に
関する項目執筆という形で表れている。特に我が国最大の国語辞典として知
られる『日本国語大辞典 第二版』（全１３巻・別巻１）において、当辞典の
大きな特色の一つである「語誌欄」について、項目執筆だけでなくそれに先
立つ全体的な資料準備や立項作業にも携わられたことは、古代語から近代語
にまで及ぶ日本語史全般にわたる幅広い視野と識見とを有されることの証左
といえる。
神戸先生の学問的厳しさは教育面においても現われていた。ゼミでの指導
の厳しさは広く学生に知れ渡っていたので希望する学生が殺到するというよ
うなことはなかったが、その指導には定評があり、神戸先生が指導した学生
の論文は文学部の優秀卒業論文に何度も選定されてきた。また、学部や大学
院において主指導教員として直接指導した学生の中で、現在大学の専門職に
ついている者の数は十指に余る。この指導の態度においても神戸先生の自ら
に対する厳しさが発揮されており、指導学生を自分の子分のように抱えこみ
閥を誇るようなことは決してなかった。おそらくはご自分で育てたいと思わ
れるような優秀な学生であっても、その学生にとって最も相応しいと思われ
る進学先を勧め、その学生がより高く成長できる可能性を考えていらした。
結果として日本語学の発展に人材面で大きく寄与されたということになる
が、神戸先生が手元でお育てになればもっと伸びたかもしれないと思うこと
がある。しかしこれは検証のしようのない仮説である。
また、神戸先生は、千葉大学着任以来、千葉大学日本文化学会（旧千葉大
学国語国文学会）事務局として学会の管理・運営面をきめ細かく統括され、
２０１５年から退職するまでの８年間は会長として会の発展に尽力された。ま
た国立国語研究所通信研究員、文部省教科用図書検定調査審議会調査員など
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を歴任されるなど、社会貢献にも積極的であった。
今日大学で禄を食むものにとって、大学運営にかかる業務から逃れること
はできないが、神戸先生のご貢献には余人にはなしえない多大なものがあっ
た。教授昇任後、文学部日本文化学科長、大学院人文科学研究院日本・ユー
ラシア文化研究部門長（文学部日本・ユーラシア文化コース長）を合計３
度務められるとともに、大学院人文社会科学研究科博士後期課程文化科学研
究専攻長の役目も果たされた。それ以外にも文学部教務委員長、旧教務副委
員長（現入試委員長）、学生委員長、広報委員長、図書・紀要委員長、授業
評価アンケート委員長等、また人文公共学府博士前期課程入試委員長等の諸
役を歴任するなど、文学部、人文公共学府（およびその前身となる人文社会
科学研究科等）を支えてこられた。また、千葉大学着任以来ほとんど毎年欠
かさず学部入試「全学問題国語」出題・採点委員の中核となり、その間、数
度にわたり主任の重責を担って卓越したリーダーシップを発揮された。これ
らの職務においても、神戸先生は常に穏やかに、着実に、思慮深く対処され
てきたが、学問に対する態度と同様に、筋の通らないことを認めない厳しさ
も発揮されていたと思う。神戸先生とご一緒した２０年の間に一度だけ会議
の場で声を荒げた神戸先生の姿を見たことがある。それは手順において筋が
通らないことへの異議申し立てであった。
神戸先生は、常に冷静沈着、穏やかな紳士でいらしたので、このような文
章の読者を喜ばせるような、血湧き肉躍る武勇伝とは最も遠い位置に立たれ
ている。代わりに、日本語学の道に進まれる前は音楽で身を立てようとされ
ていたこと（このことについて、ご自身ではほとんどお語りにならなかった
のも神戸先生流の筋の通し方であろう）、また常に若々しく、千葉大学に赴
任されてからもしばらくの間はキャンパス内で新入生歓迎のチラシを在校生
から差し出されていたことに言及することで、神戸先生の私的なあるいは
チャーミングな側面について触れることをお許しいただきたい。神戸先生は
今日の大学教員からは消えつつある古き良き教養人、趣味人であり、その佇
まい、あるいは言葉の端々に自らを律する厳しさと共に豊かさが満ち溢れて
いた。その際たるものは、定年まで３年を残して職を辞されるという決断
であったと思う。神戸先生は体調を崩された奥様に対して筋を通されること
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を選ばれたのだった。神戸先生が奥様とのかけがえない時間を過ごされつつ
も、引き続き近代日本語の形成過程という研究課題に取り組まれ続けること
を願ってやまない。
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神戸和昭先生 略歴
１９６０年９月５日 東京都に生まれる（３代続く江戸ッ子の末裔を称す）
１９７９年３月３１日 東京都立小石川高等学校卒業
１９８４年３月２６日 埼玉大学教養学部教養学科卒業
１９８６年３月２５日 埼玉大学大学院文化科学研究科言語文化論専攻修士課程修了
１９８８年３月２５日 東北大学大学院文学研究科国文学国語学日本思想史学専攻

博士前期課程修了
１９９０年２月２８日 東北大学大学院文学研究科国文学国語学日本思想史学専攻

博士後期課程単位取得中途退学
１９９０年３月１日 東北大学助手文学部
１９９２年４月１日 千葉大学講師文学部
１９９２年４月１日 国立国語研究所通信研究員（～１９９５年３月３１日）
１９９５年１０月１日 千葉大学助教授文学部
１９９７年３月１日 文部省教科用図書検定調査審議会調査員（～１９９８年２月２８

日）
２００６年４月１日 千葉大学教授文学部
２００９年４月１日 千葉大学教授大学院人文社会科学研究科に配置換
２０１２年４月１日 千葉大学教授文学部に配置換
２０１７年４月１日 千葉大学教授大学院人文科学研究院に配置換
２０２３年３月３１日 辞職

神戸和昭先生を送る

１１



神戸和昭先生 著作一覧
〈著書〉
１．『日本語の歴史地理構造』明治書院、１９９７年７月（共著）、担当「化政
期～幕末期江戸戯作における合拗音と規範意識」pp.１８２―１９７．

２．『日本語研究法〔古代語編〕』おうふう、１９９８年４月（共著）、担当「青
谿書屋本『土左日記』から見たe・jeをめぐる一解釈」pp.１２５―１４７．

３．『語彙・語法の新研究』明治書院、１９９９年９月（共著）、担当「芭蕉発
句における格助詞ガ・ノの用法」pp.１３４―１４７．

４．『語から文章へ』東北大学大学院文学研究科国語学研究室、２０００年８月
（共著）、担当「幕末期～明治初期江戸語・東京語における合拗音と洋
学資料」pp.３８８―４０２．

５．『現代の位相研究〈国語論究９〉』明治書院、２００２年１月（共著）、担当
「お屋敷奉公と江戸町人女性のことばのしつけ」pp.１２２―１５３．

６．『ケーススタディ日本語の歴史』おうふう、２００２年１１月（共著）、担当
「位相」「言語生活」pp.１６２―１６７、１６８―１７３．

７．『江戸語研究―式亭三馬と十返舎一九―〈国語論究１２〉』明治書院、２００６
年３月（共著）、担当「十返舎一九合巻の江戸語―『金草鞋』における
「ござる」を手がかりに―」pp.４８５―５２３．

８．『日本語日本文学の新たな視座』おうふう、２００６年６月（共著）、担当
「いま近世・近代語研究で何が問題か―近世～明治期江戸語・東京語研
究を中心に―」pp.５１４―５２３．

９．『日本語とそれをとりまく言葉たち⑴』千葉大学大学院人文社会科学研
究科、２００８年３月（編集）、総頁数１２６．

１０．『日本語とそれをとりまく言葉たち⑵』千葉大学大学院人文社会科学研
究科、２０１０年２月（編集）、総頁数９４．

１１．『新明解語源辞典』三省堂、２０１１年９月（共編著）、総頁数１０２４．
１２．『日本語とそれをとりまく言葉たち⑶』千葉大学大学院人文社会科学研

究科、２０１２年２月（編集）、総頁数７４．
１３．『日本語研究法〔近代語編〕』おうふう、２０１６年９月（共著）、担当「初
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版本から再版本へ―『浮雲』本文改変の意味するもの―」pp.１７２―１８３．
１４．『近世の語彙―身分階層の時代―〈シリーズ日本語の語彙４〉』朝倉書

店、２０２０年８月（共著）、担当「俳諧・川柳・狂歌の語彙」pp.８４―９６．
１５．『江戸時代の日本語〈日本語史講座５〉』朝倉書店（編集中）（共著）、担

当「江戸語の音韻」

〈学術論文〉
１．「近世中期文語文における格助詞「の」「が」―芭蕉紀行文・日記及び書
簡を資料とする―」『国語学研究』２８、１９８８年１２月、pp.１５―２７．

２．「『西山物語』における格助詞「の」「が」の待遇的表現価値」『文藝研究』
１２１、１９８９年５月、pp.４３―５４．

３．「化政期江戸語に於ける合拗音クヮ（グヮ）―『浮世風呂』を資料とし
て―」『国語学研究』３０、１９９０年１２月、pp.６７―８１．

４．「南部・伊達藩境地帯における方言分布調査の報告と考察」『東北大学日
本文化研究所研究報告』別巻２８、１９９１年３月（共著）、担当「調査の概
要」pp.５５―５８．

５．「近世語資料としての江戸戯作の写実性に関する一検証―『浮世風呂』
における合拗音の表記を中心に―」『語文論叢』２１、１９９３年１２月、pp.３―２０．

６．「ゴマノハイ・ゴマノハエ考」『千葉大学人文研究』２３、１９９４年３月、pp.
１３１―１６０．

７．「黄表紙会話文の口語性について―山東京伝作『江戸生艶気樺焼』の検
討を中心に―」『近代語研究』１０、１９９９年１０月、pp.１４９―１６８．

８．「「表記史」研究十箇条」『日本語学』１９（１１）、２０００年９月、pp.６８―８０．
９．「『夢酔独言』における合拗音」『近代語研究』１１、２００２年１２月、pp.１３１―１４８．
１０．「蕪村発句における格助詞ガ・ノの用法―芭蕉発句と比較して―」『国語

学研究』４３、２００４年３月、pp.１２８―１４２．
１１．「格助詞ガ・ノの用法から見た俳諧表現史の構想―芭蕉・蕪村・一茶の

発句をめぐって―」『近代語研究』１２、２００４年１１月、pp.４４５―４６４．
１２．「川柳・雑俳にあらわれた外来語―近世の基本外来語をさぐる―」『国文

学 解釈と鑑賞』７０（１）、２００５年１月、pp.５６―６７．
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１３．書評「鈴木丹士郎著『近世文語の研究』」『文藝研究』１６０、２００５年９月、
pp.６７―６９．

１４．「一九滑稽本における「ござる」の用法―『江之島土産』『六阿弥陀詣』
『堀之内詣』『雑司ヶ谷記行』を中心に―」『近代語研究』１３、２００６年１２
月、pp.２０５―２２４．

１５．「日本語史２―室町時代以降現代まで―」『文学・語学』１９０、２００８年３
月、pp.６８―７２．

１６．「『雨月物語』『春雨物語』における時の助動詞―近世文語文の国語学的
研究の一端として―」『千葉大学人文研究』４０、２０１１年３月、pp.９３―１２１．

１７．「近代語―危うさの上に花開く多彩さ―」『文学・語学』２０１、２０１１年１１
月、pp.１０８―１１１．

１８．「江戸東京語における自称オレの女性忌避」『語文論叢』２９、２０１４年７
月、pp.１―１３．

１９．「オイラたあ、誰のこったい？―江戸語における自称オイラの性格―」
『語文論叢』３１、２０１６年７月、pp.１―１２．

２０．「オレかオイラか、それが問題だ―近世後期における江戸直参の自称の
体系についての覚え書き―」『近代語研究』１９、２０１６年９月、pp.２３３―２４７．

２１．「『浮世風呂』における「せ 」゚「そ 」゚をめぐる問題―江戸語研究の「常
識」と「誤解」―」『語文論叢』３２、２０１７年７月、pp.１―６．

２２．「日本語学を創った人々―湯澤幸吉郎―」『日本語学』３９（１）、２０２０年３
月、pp.２６―２９．

２３．「『雨月物語』における接続助詞「ツモ」をめぐる覚え書き」『語文論叢』
３６、２０２１年７月、pp.１―１１．

２４．「明治東京語における家庭内での夫／父の自称についての覚え書き―漱
石・露伴・鷗外の場合―」『語文論叢』３７、２０２２年７月、pp.１―７．

〈啓蒙的解説・資料〉
１．「漢字を中心とする国語問題年表」（矢島正浩との共筆）『漢字と国語問
題〈漢字講座１１〉』明治書院、１９８９年６月、pp.３２３―３６３．（共同研究につ
き本人担当部分抽出不可能）
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２．「学生のための国語辞書・漢和辞書解題」『千葉大学教員の選んだ１００冊』
千葉大学附属図書館、１９９５年３月、pp.１１３―１１６．

３．「四字熟語」（漆谷広樹との共筆）・「漢字を中心とする国語問題年表（補
訂版）」（矢島正浩との共筆）『漢字百科大事典』明治書院、１９９６年１月、
pp.９０６―９６４、１６７５―１７０７．（共同研究につき本人担当部分抽出不可能）

４．「語源のたのしみ―《サカナ》の語誌をさぐる―」『知の世界へどうぞ―千
葉大学研究紹介―〈第２集〉』千葉大学、１９９８年２月、pp.１９―２０．

５．「江戸のことばと文化」『ことばの饗宴―日本のことば―』千葉大学文学
部、１９９９年１０月、pp.１１―１６．

６．「日本語史研究のすすめ」『国文学 解釈と鑑賞』６６（１）、２００１年１月、
pp.１７２―１７４．

７．「若い世代の日本語はどこから来たのか―明治から現代までの若者こと
ば―」『日本語の揺れを考える―若い世代の日本語はどこから来てどこ
へ行くのか―』千葉大学文学部、２００７年９月、pp.２１―２５．

８．「「型」の復権」『千葉大学日本文化学会会報』１４、２０１３年７月、pp.１―２．
９．「種子を育て上げること」岡部嘉幸編『日本語の述語構造に関する総合
的研究』千葉大学大学院人文社会科学研究科、２０１５年２月、pp.５―６．

〈事典・辞書 項目執筆〉
１．『日本国語大辞典 第二版（全１３巻・別巻１）』小学館、２０００年１２月―２００２
年１２月、担当「あだ（婀娜）」「いかず（不行・不嫁）」「いちゃ」「えど
（江戸）」「えどっこ（江戸子・江戸児）」「おかあさん（御母様）」「おか
たさま（御方様）」「おかみさん（御上様・御内儀様）」「おさん（御三・
御爨）」「おちゃっぴい」「おっかさん（御母様）」「おとうさん（御父様）」
「おとっつぁん（御父―）」「おふくろ（御袋）」「おぼうさん（御坊様）」
「おやしきことば（御屋敷言葉）」「きゃん（俠）」「ごしんぞう（御新造）」
「こちのひと（此方人）」「こなさま（此方様）」「こなた（此方）」「ごま
のはい（護摩灰）」「さとことば（里言葉）」「さんす［助動詞］」「そうだ
［助動詞］」「とんでもない」の各「語誌」

２．『日本語源大辞典』小学館、２００５年４月、担当「商売①」「商売②」
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３．『日本語学研究事典』明治書院、２００７年１月、担当「蕪村句集」
４．『漢字キーワード事典』朝倉書店、２００９年５月、担当「国字問題」「交
ぜ書き」

５．『日本語大事典（全２巻）』朝倉書店、２０１４年１１月、担当「後期江戸こ
とばの敬語体系」「国語待遇表現体系の研究」「詞葉新雅」「職人言葉」「女
性語」「西洋紀聞」「男性語」「類聚雅俗言」

６．『方言学大事典』朝倉書店（編集中）、担当「潮来婦志」「浮世風呂」「お
らが春」「志不可起」
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